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議長 内 村  博 法 

研修報告書 

長与町議会議員研修要綱第７条の2の規定により、次のとおり公表します。 

１． 研修名（主催者）   市町村議会議員研修 

「社会保障・社会福祉コース」 

２． 研 修 日 時    平成２９年１０月１６日 ～ ２０日（５日間） 

３． 研 修 先    全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー） 

４． 研 修 目 的    議員の資質向上及び議会の活性化に資するため

５． 研 修 参 加 者    安藤克彦議員 

６． 所  見    

講義①介護保険のこれからと市町村の役割（鏡 諭氏） 

 総合事業と地域包括ケア中心に話が進められた。自治体ごとの考えによって

総合事業の内容は異なり、介護保険の給付制度ではないので被保険者の受給権

の保障もない。当然、自治体間でサービス内容と制度の構成、運営、報酬に差が

生じる。これはその自治体の住民が納得しているのかがポイントとなる。ある自

治体は給付の縮減を第一に考え保険料を極力安くし運営を行う。また、ある自治

体は特養入所者全入を目指し、給付の提供を第一に考えるが保険料は高い。まさ

に地方分権に適った制度である。住民の納得＝議会の議決と解することができ

るが、介護保険制度をしっかりと理解し条例や予算の議決を行う必要がある。 

講義②社会福祉法人の経営のあり方（松原 由美氏） 

 平成２９年度（一部は２８年度から先行）スタートの社会福祉法人制度改革の

主な内容について解説をうける。①非営利組織に相応しい経営をしているか、②

事業費が公的資金で賄われていることに相応しい経営をしているかなどいわゆ



るガバナンスの強化である。度々ニュースでは社会福祉法人の私物化経営や実

質的な利益の配当が話題になるが、この制度改正でそれらが改善されるのか疑

問であるが見守っていく必要がある。また、組織改革の一つに議決機関として評

議員会を設置し、理事・理事長への牽制機能を持たせており期待が高い。財政支

援団体としての社会福祉法人に対してしっかりと見ていく必要があると感じた。 

講義③地域福祉医療の確保に関する課題（尾形 裕也氏） 

 世界との比較や、医療介護提供体制の２０２５年ビジョンや医療計画の見直

しから医療機関経営戦略論まで多岐に渡る内容であった。数字や資料を多く示

されたが都道府県単位でのものが多く、また公立病院を有しない本町にとって

は参考となる点が少なかった。しかし、「急性期（非救急型）高機能病院はアク

セスの悪い所にこそ立地すべきだ」という経営論は熊本の実例を挙げられ、機能

の分化による経営の効率化について考えさせられた。 

講義④社会保障の現状と展望（植村 尚史氏） 

 社会保障統計から見た日本の社会保障の現状について解説。社会保障の将来

については、資本の利益を追求して税財源を中心に貧困対策として社会保障を

充実する方法と、雇用を確保し社会保障の重点を中間層のリスクヘッジにおい

て財源を保険料に求める方法が考えられる。 

講義⑤超高齢化社会に向けた医療・福祉システムと自治体の役割（河 幹夫氏） 

 社会保障制度における地方自治体の使命について考える機会となった。社会

保障制度の基盤は社会の連帯にあり、その根本は地域福祉にあるとの考えが印

象に残った。社会保障制度はお金を分配する目的ではないが、現実的には富の分

配が行われており制度を縮小することなく維持していくことの大切さを感じた。 

講義⑥高齢期のすまいと地域づくり（植村 尚史氏） 

 地域包括ケアにおける「すまい」について解説。地域包括ケアシステムの目標

である「住み慣れた地域で最期まで住み続けることができるように」するにはど

うすべきかを問われた。理想はコンパクトシティであり医介住が整っているこ

とである。 

講義⑦子ども・子育て支援施策の現状と展望（伊奈川 秀和氏） 

 子どもの法的概念から子ども関連の法、子ども支援の法体系、また子育てに関

する様々な支援制度について解説。資料を用いたOECD諸国との種々の比較デ

ーターは参考になった。まとめでは「少子化対策の為には安心して妊娠出産子育

てができる環境が大切」というありきたりの終わり方であった。策を打てば増え



るという一般的な考えだが、具体策についての言及がなくもう少し掘り下げて

伺いたかった。 

講義⑧生活保護制度の現状と課題（柴田 純一氏） 

 東京都の職員として福祉事務所勤務の経験から、現場の生の声、対応を中心に

制度について解説。実際に起こった事件や事故を例に挙げながらの解説に自治

体（福祉事務所）はどうすべきだったのか深く考えさせられた。また、実際に起

こっている自治体職員による生活保護の違法運用についても話があり参考にな

った。 

演習 

 テーマ・・・「高齢化が進展する中、医療・介護保険制度について、将来にわ

たって持続可能なものとするために市町村がこれからすべきこと。」 

討議内容・・・各班（６名１班）の中から想定自治体を選定し、１０年後・２

０年後の医療・介護保険制度に関してどのような事態が生じるか想定して課題

を抽出し、医療・介護保険制度を将来にわたって持続可能なものとするために議

員としてどんな提案ができるか、また市町村がこれから実施すべき施策を検討

する。 

私の所属する班では想定自治体として岡山県真庭市を選定。（人口４．７万人、

面積８２８ｋ㎡、高齢化率３６．７％、後期高齢化率２１．１％） 

演習内容については別添資料参照 




